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社〈 4 km〉反町薬師〈バス 20分〉太田駅（ま
たは徒歩 2 km木崎駅）
　コースの概要では，太田町を連想するとき，重要
増産の地であり，子育て吞龍上人を知らぬ人は恐ら
くあるまい，重工業も戦いの部門ならば，子どもも
重要の極みであろう，夢のような話に何か得るとこ
ろ，それが神話伝説である，群馬の伝説と史実を，
太田の大光院から参詣して，心身錬成のハイキング
をし，思いを新たにすることも時局即応の健民錬成
という，と述べている。
　このコースをつなぐポイントを図 6と対照しつつ
みたい。太田には，戦闘機を製造した中島飛行機の
工場があり，図右端に描かれている。尊皇を説いた
高山彦九郎（1747～93）を祀る 1878（明治 11）年
創建の高山神社，吞龍上人が開基した大光院，新田
義貞を祀る 1873年創建の新田神社と金山城趾をま
わって，金山の西尾根にある浅間神社を経て三枚橋
駅に至る11）。ここから藪塚駅までは東武鉄道がある
が徒歩となっている。生品神社は「新田義貞挙兵伝
説地」として，建武中興 600年に際し，1934年に
史蹟の指定を受けた12）。反町薬師（照明寺）は新田
義貞居館跡と伝えられる反町館跡でもある。
　「建武中興六百年祭」に続き，群馬県では「新田
公六百年記念祭」があった。これは新田義貞の死後
600年にあたる 1938年に行われた。群馬県の署名
のある「新田公六百年記念祭に就て」13）という記事
には，「公の人格と功業とを顕彰して（略）益々尽
忠報国の精神の発揚を図り，以て皇威の伸張に資す
る」とある。5月に県下の神社や関係寺院，学校な
どで記念行事が行われた。訓話や記念参拝行軍をと
おして，尽忠報国精神の発揚や質実剛健の気風の涵
養に努めることが求められた。
　楠木正成を顕彰した 1935年の「大楠公六百年祭」
では，自治体，神社，マスメディア，鉄道会社によっ
て各種のイベントが行われた（森 2017）。これと比
較すると規模は小さいものの，郷土の偉人・新田義
貞にまつわる事物を発掘，活用していたことがわか
る。こうした経緯から「史蹟と温泉巡り」の第一コー
図６　「勝地群馬」太田町周辺の部分
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スとして，おもに新田義貞に関係する場所をつなぐ
「新田敬神路」を掲げたと考えられる。
Ⅵ　おわりに
　本稿では，昭和初期に推進された群馬県の観光プ
ロモーションの特徴について，当時の社会的・地域
的文脈をふまえつつ考察した。
　群馬県では，1934年 11月の陸軍特別大演習と昭
和天皇の行幸，同年 12月の日光国立公園の指定を
背景として，1935年 3月，群馬県勝地協会が設立
された。これは，官民合同の組織で，勝地の保護発
展を図り，内外から観光客を迎え，国土の精粹を顕
揚することを目的としていた。協会は，映画の製作・
上映，鳥瞰図・絵はがき・図書の刊行，新聞・ラジ
オによる宣伝などの事業を展開した。
　観光客誘致のうえで多大の効果を収めたという鳥
瞰図「勝地群馬」（1936年 4月刊）の裏面には，名所，
温泉，スキー場・スケート場，著名な神社・仏閣，
史蹟・天然紀念物，国宝・重要美術品・古社寺の一
覧を掲載している。大半の場所は，鳥瞰図に描かれ
ており，協会が宣伝したい観光資源と鳥瞰図の描写
はよく連携がとれていたといえる。
　日中戦争開始後，国民精神総動員と国民の体位向
上という国策に沿った旅行が奨励された。そのため，
健康増進に適当な温泉地，心身錬成に役立つ自然と
ともに，聖蹟や神社仏閣，偉人の史蹟などが旅行目
的地として位置づけられた。
　群馬県には，温泉地が多く，ハイキングや登山，
スキーやスケートに適した自然も豊富にあり，これ
らは積極的に活用されていた。一方で，1936年に
貫前神社の隣接地に東国敬神道場が完成し，1938
年に「新田公六百年記念祭」が行われるなど，精神
運動も推進されていた。1943年に改訂増補版とし
て群馬県勝地協会が出版した『群馬健康路　史蹟と
温泉巡り』も，こうした時流をふまえた内容になっ
ている。史蹟を徒歩で訪ねてまわり，心身の鍛練を
図ることを推奨しており，郷土の偉人や伝説などを
観光資源として活用していた。
［付記］
　本稿の一部は 2018年 3月に開催された日本地理
学会春季学術大会で発表した。
［注］
 1）東京府編（1924）『史蹟名勝天然紀念物保存法附・古社
寺保存法　東京府史的紀念物天然紀念物勝地保存心得』
（https://dl.ndl.go.jp/info：ndljp/pid/1337853）13─14コマ。
 2）内務省編（1921）『史蹟名勝天然紀念物保存要目解説　
名勝之部』（https://dl.ndl.go.jp/info：ndljp/pid/959743）。
 3）文部省編（1934）『史蹟名勝天然紀念物保存法規』
（https://dl.ndl.go.jp/info：ndljp/pid/1915484）11コマ。
 4）新田（2005）は，投票活動を報じた新聞のなかで，一躍
全国的に名声をあげた菅沼は，群馬県民が結束して最高
位を持続することを申し合わせるとともに，丸沼，尾瀬
沼をあわせた尾瀬ヶ原一帯を国立公園とすべく期成同盟
会を組織し，運動を試みるそうだ，という記事を紹介し
ている。
 5）群馬県商工課「雑事」（群馬県立文書館・群馬県行政文
書 A0181A0S395）。
 6）「群馬県勝地協会関係綴」（群馬県立文書館・県史資料
H18─1─1近現 111/144）。
 7）前掲 5）と同じ。
 8）群馬県立図書館デジタルライブラリーで閲覧できる。群
馬県勝地協会「群馬の風姿」（https://www1.library.pref.
gunma.jp/winj/archive/pdf/1101520741.pdf）
 9）鉄道院編（1920）『温泉案内』。鉄道省編（1924）『スキー
とスケート』。『温泉案内』は 1927年，1931年，1940年
に改訂版が出ている。
10）群馬県立図書館デジタルライブラリーで閲覧できるが，
破損箇所の補修跡がある。群馬県勝地協会「勝地群馬」
（https://www1.library.pref.gunma.jp/winj/archive/
pdf/1101939315.pdf）
11）太田駅と藪塚駅の間には，三枚橋駅と治良門橋駅がある
が，図では省略されている。
12）本書には「昭和八年」とあるが，翌年の誤りである。
13）上毛及上毛人 254，1938，1─9頁。
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